
布
す
る
も
の
と
推
定

ruれ
る
｡
又
鞍
手
山
を
作
る
7P
の
は
多
分
七
頂
-;
舵
で
あ
っ
て
､
走
向
よ
り
判
断
す
れ
ば
荒
紙

子
の
七
頂
山
続
と
反
穫
す
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
従
っ
て
鞍
手
山
の
酉
を
長
島
に
平
行
に
北
西
-
南
東
に
走
る
､

北
東
側
蕗
の
断
層
が
考

へ
ら
れ
る
｡
之
は
七
頂
山
部
落
､
千
島
子
を
迫
る
も
の
の
延
長
で
あ
る
O
荷
ほ
長
島
を
造
る

地
層
と
対
岸
な
る
王
家
灘
､
用
家
隈
子
方
面
の
地
層
と
の
閏
に
は
喰
達
が
あ
っ

て'
長
島
側
が
北
兼
に
ず
れ
て
居
る
｡

従
っ

て長
島
と
酉
明
子
と
の
間
に
も
断
層
(
恐
ら
-
東
北
東
)
が
走
る
.も
の
で
あ
ら
う
｡

引

用

文

献

(
二

枚
下

地

闘
米
州
金
州
附
近
ノ
地
戯

1l
就
中
テ
､
版
収
工
科
大
単
軸
食
餌

l
各
節

1
班
へ
昭
利
五
年
.

(
二
)

S
u
s
um
u
M

a
ts
ll
Sh
it
a,O
n
th
e
胃
e
s
oz
o
ic
a
n
d
T
er
tia
ry

C
ru

s
t
at
賀
o
ve
m

en
t
s
in
t,h
e
K

uan･tun
g

P
rov
in
c
e
.
S
o
u
th

M

a
n
c
h
u
r

ia,
P
r

o
c
.
I
m

p
.
A

c
a
d
em
y,V
ol.
V
iI
,N
o.7
,

198).

(

≡
)

小
林

貞

一

摘
浦

北

僻

に
毅
津

す

る

奥

陶
紀
暦
に
就
い

て
､
地
戯
喫

郁
能

'
四
三
先
-

凹
三
八
雛

昭

和

四

-

五

dF
O

小
林

虫

l

北
支
那
及
び
浦
肝
の
奥
捌
紀
僚
(
同
氏
著
奥
陶
紐
解
七
串
)
､
山村
放
散
座
､
昭
利
六
年
｡

姫
川
上
流
沿
岸
の
地
質
概
報
I

(
思

節
四
付
)

笹

倉

立

夫

序

ナ
ウ

マ
ン
が
日
本
金
島
を
南
北
の
爾
牛
に
分

つ
も
の
と
し
て
.

フ
ォ
ッ
サ

マ
グ
ナ
の
名
稀
を
輿

へ
カ
地
鰭
の
地
質

舵

川

上
統
治
伴

の
地
質
枇
報

重

三
三



地

.球

.

岱
十
七
令

姉

一
統

畠

三
田

構
造
に
踊
し

ては
'

ナ
ウ

マ
ン
､
原
田
両
博
士
の
討
論
'
小
川
博
士
'
ー失
部
数
投
の
槍
覆
.
ジ
ウ

ス
の
見
解
等
が
発

表
せ
ら
れ
'
宙
-
か
ら
日
本
群
島
地
質
構
造
論
の
好
題
目
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
近
年
に
は
本
間
助
敦
按
の
中
部
信
濃
第

三
紀
層
の
詳
細
且
創
見
的
な
研
究
が
あ
っ
て
､
此
の
地
機
の
性
貿
'
成
珪
'
磯
展
の
磯
巧
等
が
論
じ
ら
れ
た
｡
姫
川

は
TJ
の
地
場
の
酉
北
蓮
を
信
州
膏
東
湖
は
教
し
て
北
流
し
越
後
糸
魚
川
町
で
日
本
海
は
胡
す
る
暖
流
で
'
を
の
渓
谷

は
糸
魚
川
静
岡
地
構
紙
の
北
部
を
代
表
す
る
79
の
と
し
て
既
に
頗
-
脇
介
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

然

し
沿
岸
の
地
質
に
附

い

ては
低
に
二
十
苗
分
の

二
田
山
固
幅
及
び
同
数
明
沓
(
大
塚
専

一
氏
)東
北
静
岡
大
挙
黒
田
俊
夫
撃
士
の
卒
業
論
文

等
を
知
る
の
み
で
あ
る
｡
筆
者
は
昭
和
四
年
夏
秋
の
候
姉
川
上
流
部
沿
岸
を
踏
査
L
t
そ
の
結
果
を
昭
和
五
年

一
月

京
都
酔
閉
大
挙
地
質
敦
賀

へ
卒
業
論
文
と
し
て
提
出
し
た
が
､
本
文
は
そ
の
概
報
で
あ
る
｡

地
域
は
主
に
姉
川
上
流
部
即
ち
北
小
谷
村
衆
馬
以
南
の
地
で
､
(
一
)
閏
は
大
運
寒
川
連
の
下
'
兼
は
小
谷
断
層
(
節

三
紀
暦
中
を

1
直
線
に
切
る
大
断
簡
で
'
榊
城
柑
堀
の
内
附
走
か
ら
起
っ
て
'
北
三
拾
庶
東
を
指
し
､
南
小
谷
村
穴

潜
む
耗
'
小
谷
汎
見
附
近
に
蓮
す
る
延
長
二
十
五
肝
の
も
の
で
､
を
の
性
質
は
後
述
す
る
)
の
間
に
挟
ま
れ
た
姫
川

盆
地
'
(
二
)
小
谷
断
層
の
束
に
同
断
暦
は
平
行
せ
る
山
嶺
む
連
ね
る
東
山
山
脈
の
二
地
形
筒
か
ら
成

-
､
第
三
紀
層

が
を
の
主
部
を
占
め
る
｡
更
に
下
流
地
域
に
付

い
て
は
昭
和
五
年
秋
､
筆
者
は
之
を
調
査
す
る
の
期
を
稗
た
が
､
後

日
馨
を
駐
め
て
報
告
し
た

い
｡

本
地
域
の
研
究
に
患
っ
て
は
､
小
川
'
本
間
両
先
生
の
恕
切
な
御
指
導
を
受
け
'
又
本
間
先
壁
の
中
部
信
濃
地
質

研
究
か
ら
は
有
益
を
暗
示
と
樽
磯
を
得
た
の
で
あ
っ
て
'
両
党
壁
は
封
し
こ
～
ほ
保
甚
の
威
紬
を
捧
げ
る
｡
荷
筆
者

の
作
製
し
た
地
質
固
と
そ
の
概
容
は
既
は
本
間
先
生
の
近
著
中
部
信
濃
地
質
誌
上
に
璃
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
附



詑
す
る
｡

(
主
地
域
は
五
箇
分
の

一
地
形
間
白
馬
岳
は
含
ま
れ
る
が
小
瀧
大
町
池
田
等
79
参
照
せ
ら
れ
た
い
)

一
､
暦

序

と

岩

粕

(
〟
)
第
三
紀
以
前
の
地
膚

北
小
谷
相
楽
馬
以
北
に
分
布
す
る
｡
所
謂
糸
魚
川
静
岡
地
構
線
に
よ
る
有
期
山
地
と

第
三
紀
層
山
地
と
の
完
全
夜
分
割
は
姫
川
中
流
以
下
で
は
不
分
明
と
な
る
｡
即
ち
小
谷
相
楽
馬
附
近
ほ
分
布
す
る
保

雅
紀
暦
は
姉
川
東
岸
に
於
で
第
三
紀
下
部
集
塊
岩
昔
に
ょ
っ
て
不
盤
倉
に
被
程
せ
ら
れ
る
｡
rJ
の
保
雄
紀
暦
は
八
木

貞
助
氏
大
石
撃
士
等
ほ
よ
っ
て
崩
介
せ
ら
れ
て
ゐ
る
地
層
で
植
物
化
石
を
含
有
す
る
貫
岩
及
び
砂
岩
と
少
量
の
磯
岩

質
砂
岩
を
主
と
し
て
､
時
に
宥
炭
質
頁
岩
を
挟
み
､兼
敏
北
の
走
向
を
持
つ
｡
第
三
紀
層
に
按
す
る
附
近
往
於
い
て
は

O

O

兼

へ
20
乃
至
30
の
綬
斜
を
を
す
が
､
凍
糧
よ
-
二
粁
以
南
浦
川
は
沿
ふ
虞
で
は
直
角
に
近
5'急
斜
堅
ポ
す
｡
蛇
紋
岩

古
生
暦
等
は
党
に
以
北
に
層
状
に
分
布
す
る
｡

(
E3
)
第
三
紀
層

(
下
部
よ
･il
順
次
列
記
す
る
)

的
下
部
基
塊
岩
昔
｡

0

次
の
二
分
布
置
域
を
有
L
p
主
と
し
て
姫
川
沿
岸
に
露
出
す
る
｡
束
に
傾
斜
L
t
走
向
は
南
北
､
或
は
稚
20
東
で

あ
る
｡
仰
南
小
谷
村
下
･ch潮
か
ら
北
小
谷
村
保
原
附
近
ま
で
､
㈲
北
城
村
野
卒
'
通
か
ら
南
小
谷
村
千
固
崎
附
近
ま

で
｡
第

一
露
出
地
の
も
の
は
中
世
暦
を
不
整
合
に
被
覆
す
る
徴
晶
質
鍵
朽
安
山
岩

(
史
に
風
化
せ
る
も
の
は

一
見
中

世
暦
砂
岩
と
見
誤
ら
れ
易
い
岩
相
を
持
つ
)
の
宵
来
内
外
の
熔
岩
か
ら
始
る
｡
直
に
之
に
宿
-
厚
暦
の
櫨
輝
石
安
山

岩
の
基
塊
岩
は
､
や
J
純
色
の
准
炭
質
灸
塊
岩
'
又
は
岱
赫
色
角
磯
岩
を
混
じ
て
戯
-
分
布
し
､
熔
岩
の
畳
は
棲
め

雛
川
上
沈
桁
=.R
の
地
斑
枇
報

三
先

三
光

億ノ



地

球

節

十

七

怨

節

1
挑

責

三
六

て
僅
か
で
あ
る
｡

基
塊
岩
は
著
し
く
圃
着
せ
る
決
純
友
色
凝
次

贋

物
中

に
大
小
種
々
の
角
磯
斜
長
石
の
斑
晶
を
持
つ
複
輝
石
安
山

栄
)
を
有
し
､時
は
方
解
石
脈
を
持
っ
て
ゐ
て

束
微
商
に
傾
斜
す
る
状
況
を
観
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
｡

中
土
村
白
岩
の
酉
南
中
谷
川
南
岸
の
道
路
上
及
び
中
谷
川
と
の
骨
各
期
附
近
ほ
於
い
て
は
t
fJ
の
集
塊
岩
は
幅
五

鋸
の
貢
岩
を
挟
む
｡

rJ
の
岩
瀞
は
決
し
て
ス
-
ッ
ケ
ン
サ
イ
ド
や
そ
の
他
の
物
で
は
な
-
､

純
粋
の
貫
岩
で
､
そ
の

走
向
傾
斜
共
に
集
塊
岩
昔
の
そ
れ
と

一
致
し
て
ゐ
る
か
ら
､
乙
の
集
塊
岩
帯
が
陸
上
火
山
で
な

い
rJ
と
を
物
語
る

.i

例
鐙
と
す
る
に
足
る
｡

中
土
村
の
立
山
は
角
閃
石
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
よ
り
威
か
､
こ
れ
と
同
時
期
噴
出
ほ
か
ゝ
る
岩
首
で
あ
ら
う
｡

第
二
露
出
地
の
も
の
は
大
部
分
集
塊
岩
よ
-
成
-
､
鹿
々
に
斑
晶
貿
複
輝
石
安
山
岩
の
熔
岩
を
挟
む
｡
rJ
の
集
塊

岩
は
斜
長
石
を
混
ぜ
る
凝
衣
贋
物
中
に
固
-
豚
着
せ
ら
れ
た
複
輝
石
安
山
岩
角
磯
を
多
泉
に
有
L
t
遠
望
す
る
時
は

一
児
轡
岩
と
間
違
以
易

い
岩
利
を
持
っ
て
ゐ
る
｡

北
城
村
迫
の
下
､
触
川
河
床
は
於

い

て.基
塊
岩
が
生
食
的
ほ
砂
岩
に
推
移
す
る
好
露
出
が
見
ら
れ
(
第

一
間
参
照
)

同
様
の
状
況
は
同
村
青
鬼
の
下
の
谷
ほ
て
も
観
察
せ
ら
る
0
而
し
て
rJ
の
砂
岩
は
泥
岩
を
経
て
源
捷
介
化
石
を
含
有

す
る
砂
岩
に
推
移
す
る
か
ら
'
rJ
の
集
塊
岩
は
海
底
火
山
の
成
壁
物
と
考

へ
ら
れ
る
｡

第

一
露
出
地
と
第
二
露
出
地
と
の
中
間
即
ち
南
小
谷
村
千
国
崎
か
ら
同
村
下
-
瀬
迄
の
間
は
第
四
紀
火
山
岩
及
同

岩
層
の
蔽
ふ
魔
で
あ
る
か
ら
､
両
者
の
連
結
肯
否
は
定
め
ら
れ
老

い
が
､
共
に
そ
の
上
部
は
砂
岩
泥
岩
が
整
合
的
に

瀧
-
か
ら
伺

一
期
暦
と
見
倣
し
て
よ
い
｡
但
し
第

一
露
出
地
の
も
の
は
第
二
露
出
地
の
も
の
よ
4
P
若
し
-
腐
朽
し



月 琴 r 叫 功

て
ゐ
る
か
ら
岩
舶
の
み
見
れ
ば
宛
も
前
者
は
後
者
よ
-
薦
期
の
感
を
典

へ
る
｡
荷
地
厚
は

著
し

い
騒
乱
を
受
け
'
姫
川
沿
岸
を
除

い
て
は
露
出
が
不
完
粂
で
あ
る
か
ら
基
塊
岩
熔
岩

の
各
々
の
分
布
や
厚
n
を
iE
確
に
定
め
ら
れ
な

い
が
も
各
部
の
厚
n
は
両
露
出
地
と
79
七

甘
米
内
外
で
あ
ら
う
｡

㈱
泥
岩
砂
岩
帯

下
部
安
山
岩
を
整
合
は
被
覆
す
る
｡
主
と
し
て
泥
岩
か
ら
成
-
薄
層
の
砂
岩
を
挟

む
｡

南
方
に
於

い
て
は
厚
さ
は
著
し
-
覆

い
が
北
す
る
に
従
以
槍
加
L
t
中
土
村
で
最
厚
入
官

米
を
超
え
る
｡
砂
岩
は
淡
純
色
又
は
淡
褐
色
､
中
粒
或
は
細
粒
で
も

一
骨
の
幅
敏
光
以
上

の
原
潜
と

.I
暦
数
糎
の
薄
層
の
亜
療
と
が
あ
る
｡
下
部
の
砂
岩
は
海
捷
介
化
石

(P
ect
elt.

Cardiu
m
,
A
rea)
の
不
完
全
を
印
象
を
有
し
､
南
小
谷
村
岡
中
､
中
土
村
長
幅
､
於
本

等
往
路
出
す
る

｡
泥
岩
は
耽
旗
色
'
軟
錫
を
闇
坪
の
を

5,岩
石
で
､
時
に
貢
岩
は
移
化
し

砂
嚢
頁
岩
細
粒
貫
岩
を
挟
ん
で
砂
岩
に
推
移
す
る
｡

m
撰

砦

帯
｡

n川一川H-
泥
岩
砂
岩
昔
は
十
米
内
外
の
磯
岩
泥
岩
砂
岩
の
薄
暦
の
互
暦
を
樫
で
激
岩
に
な
る

(
北
小
谷
村
細
見
の
下
及
屋
太

郎
南
方
の
谷
)
｡

泥
岩
か
ら
磯
岩

へ
の
建
直
状
況
は
こ
れ
等
の
地
瓢
で
は

1
時
的
不
盤
各
が
示
さ
れ
､
又
重
職
の
地
質

閲
に
も
局
部
的
不
整
合
が
見
ら
れ
る
｡

磯
岩
の
,H
露
出
は
岩
月
山
の
北
部
鮎
川
東
部
の
山
地
小
谷
断
暦
の
西
部
で
､
南
小
谷
村
雨
中
､
黒
川
､
坪
喋
の
兼

雛
川
上

紙

料
仲
の
地
贋
概
雅

言

三
七



地

球

挿
十
七
怒

節

-
舵

l天

三

八

は
急

壁
を
持
っ
て
撃
つ
川
は
こ
れ
よ
～,>成
-
'
東
山
内
通
か
ら
派
出
す
る
両
脚
上
二
三
ケ
虞
に
も
露
出
す
る
D
泥
岩

砂
岩
郷
と
の
境
非
附
近
は
差
分
侵
蝕
の
結
果
､宛
も
断
層
康
の
布
衣
を
筏
は
し
め
る
様
な
状
況
を
量
し
て
ゐ
る
か
ら
､

地
形
上
に
は
注
意
む
嬰
す
る
｡

此
の
昔
は
殆
ル
ビ
絶
て
磯
岩
で
あ
っ
て
.

下
部
に
近
-
､

一
枚
の
粗
粗
砂
岩
層
と
上
部
は
近
-

.I
二
枚

の
砂
岩

(
典
に
敏
光
)
を
挟
む
の
み
で
あ
る
｡
磯
岩
HLJ構
成
す
る
塵
は
直
裡
十
糎
以
内
の
育
隼
暦
岩
石
の
同
機
(
白
色
又
は
貴
色

の
珪
貿
岩
)
を
主
と
し
小
義
の
閃
練
岩
､
蛇
紋
岩
､
花
園
岩
等
の
圃
磯
を
ま
じ

へ
る
｡
園
磯
は
石
英
砂
や
そ
の
他
の

小
磯
と
典
は
間
-
腰
着
し
､
下
部
に
近

い
も
の
は
同
機
も
砂
も
著
し
-
赤
褐
色
を
量
L
tJ
､
長
-
暴
乗
に
曝
n
れ
た

彼
に
沈
積
し
た
rJ
と
堅

ホ
す
が
.
上
部
の
も
の
で
は
､
そ
の
様
を
状
況
が
殻
め
ら
れ
覆

い
｡
現
在
の
踏
査
匿
域
で
は

rJ
れ
よ
･JB
上
郷
は
直
接
の
被
覆
管
散
見
夜

い
た
め
乙
の
帯
の
上
限
を
知
る
事
は
田
楽
な

い
が
'
現
在
露
出
せ
る
も
の

は
付
で
断
面
閲
か
ら
推
定
せ
る
厚
ru
は
散
大
入
官
米
で
あ
っ
て
'
田
と
は
反
対
は
南
方
に
厚
-
北
方
に
薄
-
在
る
｡

甲

山

の
堆
積
状
況
｡

冊
か
ら
巾
に
至
る
地
層
は

fi
連
の
海
成
層
で
あ
る
｡
そ
の
鼻
の
厚
さ
は
断
簡
そ
の
他
の
騒
乱
の
た
め
正
確
に
定
め

る
乙
と
は
出
水
を

い
が
'
見
か
け
上
の
組
暦
厚
二
千
五
百
米
を
下
ら
な

い
｡

上
越
せ
る
如
-
第
三
紀
暦
は
飽
基
性
火
山
の
海
底
に
於
け
る
活
動
を
以
て
初
る
.
基
塊
岩
と
小
農
の
熔
岩
は
七
官

米
以
上
の
厚
ruを
な
し
た
後
に
海
成
泥
岩
砂
岩
を
沈
積
す
る
｡
此
-
の
如
-
､
火
山
活
動
を
以
て
初
ら
海
成
層
の
療

-
rJ
と
は
御
坂
道
志
等
ほ

ても
見
ら
れ
る
革
で
'
小
川
博
士
は
小
笠
原
諸
島
に
同
様
の
例
を
求
め
ら
れ
､
海
底
火
山

噴
出
物
が
堆
積
し
て
海
を
伐
-
し
そ
乙
に
海
成
水
成
岩
を
沈
積
す
る
場
所
を
作
る
と
説
か
れ
t
rJ
れ
を
地
背
斜
と
呼



ば
れ
LJ
中
部
信
州
に
於
て
本
間
助
教
授
の
研
究
せ
ら
れ
た
守
屋
暦
内
村
暦
等
ほ
も
､
飽
基
性
火
山
岩
む
以
て
第
三
紀

暦
の
初
ま
る
rJ
と
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
｡

純
水
成
岩
は
そ
の
岩
質
か
ら
判
断
し
て
浅
海
性
の
堆
積
物
で
あ
る
｡
泥
岩
砂
岩
昔
が
突
然
は
磯
岩
に
推
移
す
る
革

寄主風 三二空運 些選旦塵
叔
ヨ

掛
A 8 c.

m･--lI-.壬iこIg A-･･･欄 小谷二相千図
1････-髭枠左岩 一瓢川一光北-
2-･･･接廊不安Ll偲 苑地濯.'･ B･････池 Wi!ヨ リ光 -

C-･-･北小谷相木I.I;ヨ 1)
.ui-

3,･･･.州 称粍石Jji:rlJir.'-
4-.･･砂111-
5-･･.泥岩細粒砂射
6- ･疎計

射
川
上
純
満
仲

の
地
質
相
和

欝
は
常
時
の
海
岸
に
近
-
､
急
は
山
地
が
現
出
し

た
罫
を
物
語
る
も
の
で
あ
-
'
又
泥
岩
砂
岩
が
南

方
に
薄
-
東
北
に
厚
-
磯
岩
が
そ
の
反
封
で
あ
る

こ
と
は
､
東
北
部
粥
皆
時
の
海
岸
か
ら
遠
距
離
に

あ
っ
た
罫
を
示
す
の
で
あ
ら
う
｡

♪
Ⅳ
砂
岩
泥
岩
互
暦
帯

木
骨
の
圭
介
地
域
は
小

谷
断
暦
東
部
で
､
東
山
山
髄
の
主
部
を
形
成
す
る

泥
岩
は
泥
質
黒
色
の
も
の
と
黒
色
で
剖
理
性
､
オ

ニ
オ
.ン
ク
ラ
ッ
ク

に
富
ひ
も
の
と
が
あ
わ
､

岩
質

は
軟
弱
で
あ
る
｡
砂
岩
は
中
粒
'
緑
色
で
風
化
せ

る
も
の
は
淡
褐
色
'

-L
暦
は
敏
光
乃
至
十
朱
の
厚

修
訂
覆
し
時
に
粗
粒
砂
岩
を
挟
ひ
｡
砂
岩
'
頁
岩

は
細
粒
砂
岩
砂
嚢
泥
岩
の
数
糎
内
外
の
薄
層
を
挟

ん
で
相
互
に
推
移
す
る

(
そ
の
状
況
は
箪
三
園
は

荒

三
九



地

球

節

十

七

懇

餅

1
舵

M

rJ

H
(.J

示
す
)

一
般
は
南
方
で
は
砂
岩
が
多
-
北
方
に
砂
岩
を
埼
し
､
又
南
方
で
は
東
方
に
向
っ
て
砂
岩
を
将
す
O

1.紳粒砂iT.'-

2.Ill-tJ.'1

3.厚暦 ヲブース砂袋

4.滞暦 ヲナス砂左.'･

rJ
の
互
暦
昔
は
北
三
十
度
乃
至
四
十
度
東
の
走
向
を
持
ち
東
山
山
脈
の
方
向
と
全
然

一
致
し
て
ゐ
る
｡
従
で
地
質

間
に
於
で
は
盤
然
と
し
た
排
列
を
ポ
し
て

帯
状
は
並
ぶ
｡
南
方
で
は
す
べ
で
来
園
は
傾
斜
し
､
小
谷
断
層
附
近
で

は
七
十
度
内
外
の
急
斜
を
夜
す
が
､
兼
に
向
ふ
ほ
従
っ
て
産
科
と
在
る
｡
北
方
に
於
て
は
二
つ
の
小
向
斜
を
作
-
～

両
翼
は
七
十
度
内
外
の
急
斜
で
あ
る
ほ
反
し
来
架
は
四
十
度
以
内
の
綬
斜
堅
ボ
す
0

西
遊
は
小
谷
断
簡
は
よ
っ
て
裁
断
せ
ら
れ
て
ゐ
る
た
め
t
m
と
の
直
接
摘
係
を
知
る
こ
と
が
出
水
を
い
.
飴
L

m

よ
-
下
暦
位
の
も
の
で
覆
い
事
は
歴
然
明
瞭
で
あ
っ
て
､
次
,O
様
を
四
つ
の
場
合
が
考

へ
ら
れ
る
0

(
〟
)
砂
岩
泥
岩
互
層
昔
は
磯
岩
昔
の
直
は
上
位
に
凍
る
乙
と
｡

(
二
)
砂
岩
泥
岩
互
層
群
と
磯
岩
瀞
と
の
間
は
現
在
断
層
で
隠
n
れ
た
若
干
の
中
位
暦
が
存
在
す
る
乙
と
0

(
≡
)
砂
岩
泥
岩
互
履
帯
を
沈
積
す
る
問
､
磯
岩
か
ら
下
層
の
水
成
岩
を
沈
積
し
た
海
が
陸
化
し
て
ゐ
ね
,J
と
｡

(
四
)砂
岩
泥
岩
互
層
群
と
磯
岩
昔
と
は
同
期
暦
で
あ
る
が
､
岩
相
を
典
は
す
る
乙
と
0



乙
の
何
れ
が
最
も
妥
督
な
考
案
で
あ
る
か
ば
'
積
極
を
澄
櫨
が
な

い
か
ら
断
定
出
水
な

い
｡

削
上
部
複
輝
石
安
山
岩
集
塊
岩

岩
月
山
高
､
月
山
及
び
､
郷
士
峯
の
基
部
を
占
め
る
｡
北
城
村
串
刑
附
近
ほ
放

て
は
磯
岩
秒
岩

(南
方
よ
か
頂
-
本
間
助
教
授
の
小
川
暦
)
を
被
覆
し
､
磯
岩
叉
は
砂
岩
を
捕
獲
し
て
ゐ
る
｡
熔
岩

と
基
塊
岩
は
明
瞭
に
成
層
L
や
J
酉

へ
傾
-
｡
基
塊
岩
は
下
部
基
塊
岩
昔
よ
か
勝
者
皮
怒
-
､
新
火
山
岩
よ
-
は
岩

石
の
風
化
皮
が
狙
い
｡
暦
序
上
か
ら
は
下
部
条
規
岩
よ
-
績
-
泥
岩
砂
岩
昔
磯
岩
昔
を
不
整
各

に
被
ふ
か
ら
､
下
部

基
塊
岩
静
の
基
塊
岩
と
同

一
砥
出
凍
鞄
は
勿
論
で
あ
る
.
又
岩
月
山
高
月
山
等
は
火
山
形
を
具

へ
ね
山
形
を
持
っ
て

ゐ
る
が
山
脚
の
配
置
や
山
鹿
の
刻
み
方
は
は
る
か
に
進
ん
だ
侵
蝕
堅
不
し
､
又
小
谷
断
層
(新
火
山
よ
-
古
い
成
生
)

に
よ
っ
て
切
ら
れ
る
か
ら
'
第
四
紀
新
火
山
と
同

7
硯
出
水
な

い
｡
叉
高
月
山
も
岩
月
山
も
火
山
地
形
を
具

へ
､
下

部
基
塊
岩
背
の
横
に
､
源
底
火
山
を
驚
す
べ
き
何
物
も
な

い
か
ら
'
乙
の
火
山
岩
は
第
三
紀
末
弟
の
陸
上
火
山
成
佳

物
と
推
定
で
41,る
｡

(
ハ
)河
床
磯

北
城
村
落
倉
､
於
棒
附
近
ほ
旗
-
分
布
す
る
も
の
は
蓮
華
火
山
の
火
山
岩
層
に
蔽
は
れ
'
北
城
村

蕨
卒
'
野
卒
'
立
間
､
南
小
谷
村
梨
卒
､
瀧
ノ
卒
､
川
ノ
内
､
豊
川
､
伊
折
'
慮
尾
､
池
原
等
の
も
の
は
何
れ
も
姫

川
の
両
岸
に
現
在
の
河
床
よ
-
六
十
米
許
上
向
い
箇
廃
に
小
さ
い
段
丘
片
を
夜
し
て
存
在
す
る
｡
磯
は
大
小
種
々
の

1㌧
珪
暦
岩
'
花
園
岩
等
を
始
め
､
黒
雲
母
安
山
岩
､
複
輝
石
安
山
岩
､
妨
三
配
砂
岩
の
捌
塵
を
混
じ
て
ゐ
る
｡

幅
と
顔
が
-
は
小
さ
-
厚
さ
も
二
'
三
十
米
以
下
の
薄

い
も
の
で
あ
る
が
､
特
徴
あ
る
地
形
を
作
か
､
姉
川
の
急

しグヒラ

壁
の
度
々
に
'
平
坦
夜
土
地
を
輿

へ
.
人
家
が
乙
ゝ
に
集
っ
て
特
有
夜
人
文
状
況
を
量
す
る
.
部
落
に
も
｢
革

｣

の

名

が
あ
る
鹿
が
多

い
｡
地
形
園
で
も
明
瞭
は
指
示
で
き
る
が
､
乙
の
附
鑑
に
は
山
崩
れ
は
よ
る
崖
層
も
同
様
の
地
形
を

姉
川
上
流
胎
拝
の
地
贋
縦
軸

四1

四

1



地

球

妨
十
七
怨

餅

l
雛

四
二

四

二

典

へ
て
ゐ
る
か
ら
固
刺
せ
ぬ
ば
在
ら
な

い
｡

(
こ
)
火
山
岩
の
暦
序
上
の
位
置

輝
石
粉
岩
｡
-
小
岩
脈
､
敢
大
幅
宵
米
以
内
で
長
さ
二
百
米
か
ら
大
官
来
任
の

も
の
で
あ
る
｡
そ
の
政
も
大
き

い
の
は
郷
土
峯
東
部
の
も
の
で
あ
る
｡
主
と
し
て
兼
敏
北
乃
至
北
西
を
指
し
､
Ⅲ
か

ら
>̂
迄
の
節
三
配
層
を
貫

き
摺
曲
断
厨
は
よ
っ
て
切
ら
れ
て
ゐ
る
｡
そ
の
数
は
小
谷
断
層
兼
部
に
は
ニ
ケ
を
算
す
る

の
み
で
､
小
谷
断
層
西
部
即
姉
川
盆
地
内
に
は
十
数
個
が
数

へ
ら
れ
る
｡
本
間
助
数
接
が
中
部
信
州
は
放
て
同
種
の

脈
岩
を
託
越
せ
ら
れ
､
第
三
紀
層
褐
曲
前
に
注
入
せ
る
も
の
と
さ
れ
ね
の
と
同
期
の
も
の
で
あ
ら
う
｡

黒
雲
母
安
山
岩
.
-
乙
の
安
山
岩
は
第
四
紀
最
初
の
酸
性
の
火
山
岩
で
あ
っ
て
'
第
三
紀
層
の
す
べ
て
を
蔽
ふ
か

或
は
之
を
貫
き
'
第
三
紀
層
摺
曲
軸
p
第
三
紀
末
葉
の
準
串
原
両
を
蔽
う
て
ゐ
る
.
然
し
火
山
地
形
を
保
存
し
第
四

紀
の
断
簡
に
は
切
断
せ
ら
れ
る
｡

主

分
布
匿
域
は
､
糸
魚
川
静
岡
地
溝
線
の
兼
方
は
､
南
北
に
長
-
横
が
-
､
池
田

町
､
大
町
､
青
木
湖
の
東
方
に
､
大
峯
熔
岩
基
地
'
擢
現
出
､
塞
栓
寺
山
等
の
ト
ロ
イ
...h
群
を
起
す
｡
姫
川
盆
地
に

於
け
る
分
布
は
ー
軸
城
柑
堀
の
内
か
ら
北
城
和
解
卒
附
近
へ
の
郷
士
峯

(
上
部
複
輝
石
安
山
岩
及
び
基
塊
岩

を
蔽
ふ

熔
岩
基
地
)と
.
北
城
村
立
ノ
間
北
方
の
浅
間
山

(
下
部
基
魂
岩
帯
を
貫
-
圃
錐
形
の
山
)
で
'
そ
の
他
は
何
れ
79
幅

数
十
米
､
長
ru敷
石
米
の
小
岩
脈
で
あ
る
｡
姉
川
盆
地
内
の
み
に
存
在
し
､
又
上
述
の
地
溝
線
に
沿
っ
て
分
布
す
る

乙
と
は
構
造
地
質
上
蛋
軍
改
革
賓
で
あ
る
｡
(
第
四
図
参
照
)

流
紋
岩

｡
-
南
小
谷
柑
池
原
の
北
部
に
岩
骨
状
に
露
出
す
る
斑
晶
質
流
紋
岩
で
､
下
部
集
塊
岩
と
中
生
暦
を
賞
-

以
外
に
暦
序
的
の
位
置
を
求
め
る
事
掛
-
が
覆

い
｡
た
iJ
第
三
紀
噴
出
に
か
J
る
乙
と
は
明
で
あ
る
｡

蓮
華
火
山
群

第
四
配
新
火
山
群
で
大
蓮
華
の
北
方
は
あ
る
乗
鞍
縁
'
そ
の
裾
下
の
赤
倉
'鵬

ケ
峯
'
稗
田
出
等
を
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雛
川
上
淡
泊
梓

の
地
贋
枇
琳

起
し
姉
川
の
西
部

に
焼
-
分
布
し
､
火
山
岩
層
は
閥
小

谷
村
親
ノ
原
千
問
rの

酉
部

は
美
し

い
扇
状
地
を
作
ら
若

い
谷
が
之
を
穿
つ
｡

泥
流
､
基
塊
岩
が
そ

の
基
部
を
占
め
祝
輝
石
安

山
岩
熔
岩
を
庭
々
ほ
露
出

す
る
｡

地
形
も
若

い
火

山
形
で
岩
石
も
新
鮮

で
あ
る
か
ら
第
三
紀
基
塊
岩

昔
と
判
蝕
慣
別

で

き
る
｡

大
渚
山
火
山

小

谷
温
泉

の
酉
部

は

一
千
五
百
米
の
標
高
を
持
つ
山
で

､

妙
高
火
山
丑
の

.i
脈

簡
飾
山
の
支
脈
､
岩

石
は
黒
雲
母
輝
石
安

山
岩
､
第
四
紀
新
火

山
に
属
す
る
0

(
東
)
中
部
億
州

と

の
酎
比

下
部
基

魂

岩

昔
は
本
地
域
第
三

紀

層
敢
下
底
を
代
表

す
る
部
､
中

部
信
州

第
三
紀
層
最
下
部
内

村
厨
守
屋
樹
に
も
同

姫 川 .illh jL;:A l 中 潮; 信 州

-･背河俳磯

-･.粉 ir.I-

･･.棚 厨

････t/Jl川暦

-小川暦下部(-71rl-1木I酌

I.･別rjJT･暦
-･･内村暦又は守屋暦

新 火 rLF

河 11ミ棟･･･

.[:I:!/.lL;1;J:'_Jk.IIIllt:.

(流 紋 岩)

扮 ガ.'･･･

J･:%'苑塊岩群･･

硬 岩.'･肝･･･-

氾il,'･砂i':･肝･-

下部鵜塊iI.'･僻･･



地

球

姉
十
七
怨

姉

一
統

四
四

四
四

枚
の
髄
蓋
性
火
山
岩
を

見

る
事
か
ら
'
之
を
守
屋
又
は
内
村
厨
は
封
此
す
べ
-
､
之
は
撤
-
泥
岩
砂
岩
帯
は
岩
男
と

#

層
序
上
の
位
置
か
ら
内

村

暦
に
潰
-
別
所
暦
に
封
此
せ
ら
れ
る
.
泥
岩
砂
岩
瀞
の
上
位
に
凍
る
磯
岩
昔
は
別
所
暦
に

縛
-
育
水
圏
は
此
す
べ

き
か
'
叉
は
小
川
暦
下
部
磯
岩
に
比
す
べ

き
か
は
疑
問
で
あ
る
｡
泥
岩
砂
岩
互
厨
昔
は
そ
の

堆
積
状
況
及
び
南
方

へ
の
連
絡
状
況
か
ら
小
川
暦
に
､
又
上
部
安
山
岩
基
塊
岩
層
は
第
三
紀
来
歴
韮
牲
火
山
岩
で
あ

る
基
か
ら
棚
瀞
は
封
此
し
た
い
.
周
泥
岩
砂
岩
暦
は
商
方
の
小
川
圏
下
部
に
運
甫
す
る
79
の
で
.
大
峯
､
槽
現
山
等

の
基
底
に
戯
-
横
が
る
石
英
安
山
岩
貿
凝
衣
岩
は
本
地
域
に
之
を
見
な

い
O

以
上
の
す
べ
て
を
咋
部
信
州
と
比
瞭
し
て
率

ボ
す
れ
ば
右
表
の
如
し
｡

(
未
完
)

北
海
道
旭
川
附
近
の
屯
田
兵
開
墾
兼
蕗
に
就

い
て

島

之

夫

｢

上
川
盆
地
開
発
の
略
史

明
治
十
八
年
に
屯
田
本
部
長
陸
軍
少
賂
永
山
武
四
郎

カ
ムヰ
コ
衣
ン

外
多
数
の
随
員
は
､
初
め
て
別

居

古

樺

を

過
ぎ
て
石
狩

川
を
潮
力
上
川
地
方
を
探
検
し
た
｡
此
時
永
山
少
肺
は

近
文
董
(旭
川
市
の
北
は
替
る
)
よ
り
上
川
盆
地
を
僻
撤

し
て
そ
の
地
形
の
良
好
を
敵
め
､
上
川
地
方
間
磯
の
意

同
を
抱
く
に
至
っ
た
も
の
の
如
-
で
あ
る
O
而
し
て
か

ゝ
る
大
原
野
の
開
拓
に
は
光
づ
屯
田
兵
は
依
っ
て
強
制

的
に
基
礎
を
作
-
逐
次
殖
民
を
試
る
べ
dlJrJ
と
が
考

へ

ら
れ
た
｡

翌
十
九
年
此
地
に
至
る
暇
道
が
開
襲
ru
れ
'
二
十

一

年
に
は
第
二
次
の
巡
察
が
行
は
れ
'
二
十
二
年
に
は
忠


